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八
木
議
員

①
財
政
運
営
計
画
を
策
定
し
て
い

る
と
思
う
が
今
後
数
年
間
の
主
要

な
財
政
指
標
の
推
移
は
。

ア
経
常
収
支
比
率

イ
実
質
公
債
費
比
率

ウ
財
政
調
整
基
金

②
財
政
運
営
計
画
上
の
大
規
模
事

業
は
。

③
今
後
の
普
通
交
付
税
の
見
込
み

は
。

　

町
長

①
ア
「
経
常
収
支
比
率
」
は
、
令

和
元
年
度
決
算
で
99
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
と
硬
直
化
が
著
し
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
で

は
90
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
改
善

し
た
。

し
か
し
、
こ
の
改
善
は
、
国
の

時
限
的
な
財
政
措
置
に
よ
る
効
果

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
分
析

し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
決
算
見

込
み
で
は
約
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

上
昇
し
、
そ
の
後
も
上
昇
傾
向
に

あ
る
と
推
計
し
て
い
る
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問答

イ
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
令

和
３
年
度
決
算
で
早
期
健
全
化
基

準
25
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て

９
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
改
善
傾
向

と
な
っ
た
。

ウ
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
平
成

17
年
度
末
に
枯
渇
状
況
だ
っ
た
が
、

平
成
21
年
度
以
降
積
立
て
を
継
続

し
て
、
令
和
４
年
度
末
の
見
込
残

高
は
約
18
億
２
千
万
円
と
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
基
金
は
、

町
を
取
巻
く
様
々
な
環
境
変
化
に

対
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
へ

の
備
え
と
し
て
も
確
保
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
財
源

で
あ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き

な
が
ら
、
健
全
で
持
続
的
な
財
政

運
営
を
目
指
す
。

②
国
・
県
補
助
金
と
地
方
債
を
主

な
財
源
と
し
た
災
害
復
旧
事
業
約

30
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
海
岸
衛
生
処
理
組
合

管
理
施
設
に
関
し
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
実

施
す
る
焼
却
施
設
の
大
規
模
改
修

事
業
負
担
金
８
億
９
千
万
円
と
、

今
後
予
定
し
て
い
る
、
し
尿
処
理

施
設
整
備
事
業
負
担
金
５
億
円
に

つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
財

源
に
計
上
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
現
在
継
続
事
業
の

風
合
瀬
地
区
漁
村
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
総
事
業
費
５
億
５
千

万
円
を
国
・
県
補
助
金
と
上
水
道

事
業
債
を
財
源
に
計
上
し
て
い
る
。

③
令
和
４
年
度
７
月
時
点
の
交
付

決
定
額
約
35
億
７
千
万
円
を
ベ
ー

ス
に
、
推
計
し
て
い
る
が
、
人
口

の
減
少
と
大
型
風
力
発
電
施
設
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
増
を
主
な
要

因
に
、
令
和
８
年
度
で
は
約
32
億

４
千
万
円
に
減
少
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
令
和
５
年
度
の
地
方
財

政
計
画
を
考
察
す
る
と
、
こ
の
推

計
以
上
に
減
少
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。

問

答

今後数年間の主要な財政
指標の推移は？

経常収支比率は上昇傾向にある
　健全で持続的な財政運営を目指す

八
や ぎ

木　　史
ふみと

議員質問者の動画が
視聴できます。
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八
木
議
員

①
現
状
と
今
後
の
整
備
予
定
は
。

②
ウ
エ
ス
パ
椿
山
の
展
望
露
天
風

呂
の
復
活
を
望
む
大
き
な
声
が
町

民
か
ら
出
て
い
る
が
、
当
該
施
設

の
復
活
は
総
合
的
に
見
て
可
能
か
。

ア
整
備
費
用

イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　

町
長

①
民
間
事
業
者
に
よ
る
利
活
用
に

つ
い
て
再
募
集
を
す
る
の
か
等
を

含
め
、
様
々
な
選
択
肢
を
検
討
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
仮
に
収
束
に
向
か
っ
た
と

し
て
も
急
速
に
経
済
状
況
が
好
転

す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
民
間
事

業
者
の
再
募
集
や
町
が
指
定
管
理

す
る
利
活
用
も
困
難
と
判
断
し
た
。

現
段
階
で
は
、
緑
地
広
場
等
へ

の
花か

き
の
植
栽
や
遊
具
等
の
設
置

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

を
決
め
て
順
次
解
体
を
進
め
る
方

針
と
し
て
い
る
。

②
ア
イ
修
繕
し
て
活
用
す
る
場
合

ウ
エ
ス
パ
椿
山
に
つ
い
て

問答

の
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
積
算
で
修
繕

費
に
約
１
１
３
０
万
円
、
継
続
的

に
必
要
と
な
る
施
設
の
維
持
管
理

に
年
間
で
約
７
０
０
万
円
前
後
の

経
費
が
必
要
と
な
る
。

仮
に
源
泉
か
け
流
し
の
温
泉
施

設
を
新
築
し
た
場
合
の
必
要
経
費

は
、
ご
く
簡
素
な
も
の
で
も
約
１

億
５
千
万
円
以
上
と
な
り
、
そ
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
人
件
費
を

除
い
て
、
年
間
約
４
０
０
万
円
の

経
費
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
他
の
建
屋
の
解
体

等
に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
中
で
、

展
望
風
呂
だ
け
を
改
修
・
再
開
す

る
の
は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、
公

設
の
温
泉
施
設
と
し
て
位
置
的
に

あ
の
場
所
で
い
い
の
か
ど
う
か
な

ど
問
題
点
も
多
く
、
総
合
的
に
み

て
展
望
風
呂
の
復
活
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

八
木
議
員

①
算
定
基
準
通
り
譲
与
さ
れ
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

②
今
ま
で
譲
与
さ
れ
た
総
額
と
そ

の
使
途
を
伺
い
た
い
。

③
具
体
的
な
森
林
整
備
等
へ
の
取

組
方
針
を
伺
い
た
い
。

　

町
長

①
算
定
根
拠
は
青
森
県
を
通
し
て

国
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
算
定
基

準
ど
お
り
譲
与
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

②
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で

に
譲
与
さ
れ
た
総
額
は
５
７
１
１

万
５
千
円
で
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
基
づ
く
経
営
管
理
権
集
積
計

画
の
作
成
に
向
け
た
「
森
林
所
有

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
森
林
等
の
整
備

に
つ
い
て

問答

者
へ
の
意
向
調
査
」
や
「
傾
斜
・※

１

路ろ
も
う網

の
有
無
等
の
現
地
調

査
」
、
「
一
筆
ご
と
の
本
数
や
材
積
量
の
調
査
」
な
ど
に
活

用
し
た
ほ
か
、
森
林
簿
情
報
の
更
新
、
有
害
鳥
獣
対
策
用
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
購
入
、
民
有
林
に
お
け
る
再
造
林
補
助
金
な
ど
、

森
林
に
関
わ
る
幅
広
い
事
業
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
か
ら
森
林
所
有
者
に
対
し
て
「
自
ら
森
林
を

管
理
す
る
か
」
あ
る
い
は
「
委
託
管
理
を
希
望
す
る
か
」
と

い
っ
た
意
向
調
査
を
実
施
し
、
委
託
管
理
を
希
望
す
る
森
林

に
つ
い
て
は
、
現
況
調
査
や
材
積
量
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ
る
林
業
事
業
体
へ
の
委
託
管
理
を

進
め
る
こ
と
で
適
正
な
森
林
整
備
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
今
年
度
、
林
業
関
係
者
等
に
よ
る
「
林
業
振
興
会

議
」
を
組
織
し
、
森
林
の
適
正
管
理
や
木
材
の
高
付
加
価
値

化
、
Ｊ※

２

ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
利
活
用
な
ど
、
今
後
の
林
業
振
興
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

※１　路網＝合理的な林道経営を行うために森林内に整備する林道・作業道などのインフラ。
※２　Ｊークレジット＝CO²の削減量や吸収量の認証を国が行っている制度。

▲閉鎖したウェスパ椿山展望露天風呂


